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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公開番号】特開2007-249206(P2007-249206A)
【公開日】平成19年9月27日(2007.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2007-037
【出願番号】特願2007-64839(P2007-64839)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｑ
   Ｇ０２Ｆ   1/133   ５５０　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｙ
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５２　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月4日(2010.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング素子を各々含む複数の画素、及びこれらに接続されるゲート線及びデータ
線が形成される表示板部と、
　前記画素に先充電電圧を印加して、前記画素を予め充電する先充電回路と、
　前記先充電回路に接続され、前記先充電電圧を伝達する少なくとも２つの電圧伝達線を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記先充電回路は、前記データ線に各々接続される伝送ゲートを含むことを特徴とする
請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記伝送ゲートのうちの隣接する少なくとも２つの伝送ゲートは、互いに異なる前記電
圧伝達線に接続されることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記電圧伝達線に各々検査信号を印加するための検査パッドをさらに有することを特徴
とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記検査信号の大きさは、互いに異なることを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記先充電回路及び信号制御部は、前記表示板部に装着されることを特徴とする請求項
５に記載の表示装置。
【請求項７】
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　前記電圧伝達線は、第１乃至第３伝達線を含むことを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項８】
　前記先充電回路は、前記データ線に各々接続される伝送ゲートを含むことを特徴とする
請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記伝送ゲートのうちの隣接する３つの伝送ゲートは、前記第１乃至第３伝達線に各々
接続されることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１乃至第３伝達線に各々検査信号を印加するための第１乃至第３検査パッドをさ
らに有することを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記電圧伝達線は、第１乃至第３伝達線を含むことが好ましい。
　前記先充電回路は、前記データ線に各々接続される伝送ゲートを含むことが好ましい。
　前記伝送ゲートのうちの隣接する３つの伝送ゲートは、前記第１乃至第３伝達線に各々
接続されることが好ましい。
　前記第１乃至第３伝達線に各々検査信号を印加するための第１乃至第３検査パッドをさ
らに有することが好ましい。
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